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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
、
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
御

支
援
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
26
年
の
新

春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
康

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
上
田
市
は
平
成
18
年
３
月
の
新
上
田

市
誕
生
後
、
基
盤
づ
く
り
で
あ
る「
揺よ
う

籃ら
ん

期き

」を

経へ

て
、「
成
長
発
展
期
」、
そ
し
て
地
域
内
分
権

の
最
終
段
階
と
位
置
づ
け
る「
第
４
ス
テ
ー
ジ
」

へ
と
歩
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、
新
市
発
足
後

か
ら
、
一
体
感
の
醸
成
と
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活い

か
し
て
の
市
政
活
性
化
を
大
き
な

目
標
に
据
え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
民
と
行
政
と
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
各
地
域
の
住

民
の
努
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民
協
働

の
も
と
新
た
な
制
度
と
し
て
導
入
し
た「
地
域

内
分
権
」の
確
立
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、「
生
活
者
起
点
」の
理
念
の
も
と「
市

民
第
一
主
義
」の
立
場
に
立
っ
て
、「
行
政
は
何

を
す
べ
き
か
」、
ま
た「
ど
ん
な
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
市
民
の
た
め
に
な
る
の
か
」な
ど
、

自
問
自
答
を
し
な
が
ら
市
政
の
推
進
に
当
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
民
の
皆
様
の
御
支
援
・
御

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
各
種
の
政
策
課
題
を

解
決
し
つ
つ
、
未
来
に
向
け
て
着
実
な
る
前
進

が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

●
昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

さ
て
、
昨
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
ま

し
た
が
、
ホ
ッ
ト
な
出
来
事
と
し
て
、
若
者
、

特
に
高
校
生
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
上
田

西
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
の
甲
子
園
初
出
場
、

そ
し
て
、
丸
子
修
学
館
高
等
学
校
演
劇
部
の
全

国
大
会
で
の「
文
化
庁
長
官
賞
」受
賞
な
ど
、
地

域
を
代
表
す
る
若
い
力
が
私
ど
も
市
民
に
元
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
健
闘
を
称た
た

え
る
と
と

も
に
、
上
田
市
の
明
る
い
未
来
を
築
い
て
く
れ

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

◇
重
要
課
題
へ
の
取
組

　

そ
れ
で
は
、
平
成
26
年
の
新
春
に
当
た
り
、

今
年
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
施
策
に
つ
い

て
４
点
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
資
源
循
環
型
施
設
の

　

建
設
に
向
け
て

　

ま
ず
、
一
点
目
は
資
源
循
環
型
施
設
の
建
設

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
一
昨

年
６
月
に
上
田
地
域
広
域
連
合
か
ら
、
施
設
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
振
興
な
ど
周
辺
の
土

地
利
用
も
含
め
た
案
と
し
て
、
し
尿
処
理
施
設

「
清
浄
園
」を
廃
止
し
資
源
循
環
型
施
設
建
設
候

補
地
と
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
以
降
、
広
域
連

合
と
の
連
携
の
も
と
、
関
係
自
治
会
に
お
け
る

説
明
会
や
先
進
地
視
察
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、

地
域
の
皆
様
に
御
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
広
域
連
合
や
関
係

市
町
村
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
資
源
循
環

型
施
設
建
設
の
早
期
実
現
に
向
け
、
最
大
の
課

題
で
あ
り
ま
す
地
域
の
皆
様
と
の
合
意
形
成
が

文
化
創
造
元
年

〜
育
成
の
理
念
の
も
と

　
　

文
化
創
造
の
取
組
を

　
　
　

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
〜
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図
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

●
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
内
分
権
の

　

推
進
に
向
け
て

　

次
に
、
二
点
目
は
、
市
民
協
働
に
よ
る
地
域

内
分
権
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は「
地
域
の
個
性
や
特
性
が
活い

か
さ
れ
、

地
域
力
が
発
揮
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
標

に
掲
げ
、
合
併
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
地
域
内
分
権
の
最
終
段

階
と
位
置
付
け
る
第
４
ス
テ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
設

置
を
目
指
す「
住
民
自
治
組
織
」の
考
え
方
や
、

そ
の
実
現
を
支
え
る「
地
域
担
当
職
員
の
配
置
」

お
よ
び「
地
域
予
算
の
確
立
」に
つ
い
て
地
域
協

議
会
や
自
治
会
連
合
会
な
ど
の
場
で
御
説
明

し
、
地
域
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
市
と
し
て
の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
域
内
分
権
の
シ
ス
テ
ム
は
、
合
併
時
に
周

辺
の
町
村
部
は
廃
れ
て
し
ま
う
と
危
惧
す
る
声

が
あ
る
中
、こ
れ
ら
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、

地
域
で
一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
決
定
で
き
る
仕

組
、
機
関
を
設
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
粘
り

強
く
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

●
地
域
医
療
再
生
の

　

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

　

次
に
、
三
点
目
の
地
域
医
療
の
再
生
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度

ま
で
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
お
き
ま
し
て

は
、
各
関
係
機
関
が
連
携
す
る
中
で「
救
急
医

療
体
制
の
確
立
」、「
周
産
期
医
療
体
制
の
確

立
」、「
医
師
等
の
安
定
的
な
確
保
体
制
の
構

築
」、「
地
域
医
療
連
携
の
確
立
」の
４
つ
の
柱

を
軸
に
、
夜
間
に
お
け
る
内
科
初
期
救
急
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、
病
院
群
輪
番
制
病
院
救
急
搬
送

収
容
事
業
や
後
方
支
援
事
業
、
市
立
産
婦
人
科

病
院
の
移
転
新
築
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

の
医
師
確
保
・
定
着
化
に
向
け
た
支
援
事
業
な

ど
の
施
策
を
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
果
を
あ

げ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
信
州
上
田
医
療

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
高
リ
ス
ク
分
娩
の
再
開
に

つ
き
ま
し
て
も
、
４
月
か
ら
の
高
リ
ス
ク
分
娩

再
開
に
向
け
て
、
現
在
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
特
に「
救
急
医
療
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
」と「
医
師
等
の
安
定
的
な
確
保
体
制
の
構

築
」に
向
け
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
さ
ら
に
上
小
医
療
圏
の
半
数
を
超
え
る
が

ん
患
者
が
、
他
の
圏
域
に
行
か
な
け
れ
ば
診
療

が
受
け
ら
れ
な
い
現
状
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ポ
ス
ト
医
療
再
生
計
画
と
し
て
必
要
な
事

業
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
医
療
体
制
の

構
築
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
創
造
に
向
け
て

　

最
後
に
、
四
点
目
の「
文
化
の
薫
る
創
造
都

市
」の
実
現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、「
文
化
芸
術
」は
、
人
間
の
感
性
を
磨

き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
心
豊
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
人
の
輪
を
広
げ
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。

　

国
に
お
け
る「
文
化
芸
術
振
興
基

本
法
」の
制
定
以
降
、
市
で
は「
上
田

市
民
憲
章
」の
一
節
に「
文
化
の
薫
る

ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、
総
合
計
画

や
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
基
本
構

想
に
お
い
て
も
、
市
と
し
て
の
文
化

振
興
施
策
の
推
進
と
、
そ
の
新
た
な

拠
点
と
な
る
交
流
・
文
化
施
設
の
整

備
を
位
置
付
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

計
画
の
具
体
化
に
向
け
議
論
を
重
ね
る
中

で
、
私
は
、
文
化
芸
術
が
有
す
る
可
能
性
を
活

か
し
、「
育
成

3

3

」を
ベ
ー
ス
に
文
化
、
人
、
ま
ち

が
育
ち
、
賑に
ぎ

わ
い
や
活
力
が
生
み
出
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、「
心
豊
か
な
市
民
生
活
」と「
都
市

創
造
」の
実
現
に
寄
与
し
て
い
く
、
ま
さ
に「
文

化
の
薫
る
創
造
都
市
」を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、

と
り
わ
け
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
良
質

な
環
境
の
中
で
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
む
た

め
の
未
来
に
対
す
る
投
資
を
し
て
い
く
と
い
う

強
い
思
い
と
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
秋
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
交
流
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館
を
核
に
、「
文
化
創
造

元
年
」の
取
組
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

市長年頭あいさつ
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　平成25年11月28日、平成25年度　上田市功労者表彰式を開催し、市政の各般にわたり
ご尽力いただきました皆様を表彰しました。受賞された皆様は次のとおりです（敬称略）。

平成25年度　上田市功労者表彰式
41名、５団体が受賞

特
別
表
彰

（
市
民
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
方
）

金
子　

宏

　

長
野
県
上
田
高
等
学
校
を
卒
業
後
、東
京
大
学
に
進
学
し
、

租
税
法
の
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
同
法
を
独
立
し
た
法
分
野
に

発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
方
税
法
に
お
い
て
も
公
正
・
適

正
な
課
税
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
広
く
地
方
自
治
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
の
学
術
研
究
を
ま
と
め
た
書
籍
は
、
上
田
市
を
は
じ

め
行
政
機
関
に
お
け
る
税
務
事
務
の
参
考
書
と
し
て
広
く
業

務
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
の
税
制
調
査
委
員
も
長
年
務
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
海
外
の
課
税
庁
職
員
を
大
学
に
招
き
租
税
法
に
つ
い

て
学
ぶ
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
途
上
国
の
税
制
整
備
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
は
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
に

上
田
市
出
身
者
と
し
て
初
め
て
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
る
な
ど
、
上
田
市
が
世
界
に
誇
る
法
律
家
と
し
て
、
市
民

に
夢
や
希
望
を
与
え
ま
し
た
。
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平成25年度　優良建設工事表彰 　平成24年度にしゅん工した上田市発注の請負金額
200万円以上の建設工事は201件あり、そのうち請負
金額が500万円以上の工事は115件でした。
　この度、市内に本社のある業者が施工し工事成績
評定点が85点以上の工事の中から、優良建設工事審
査委員会で７件が選定され、その工事を施工した建
設業者並びに現場代理人が受賞されました。受賞さ
れた７社は次のとおりです。
●受賞　㈱シーティーエス、㈲堀内建設、大廣建設㈱
 山眞建設㈲、窪田建設・川西JV
 石井電気工業㈱、浅間設備㈱
　  契約検査課　TEL22・4100（内線1321）11月28日、市役所での受賞式

上田市功労者表彰式

◆功労表彰　32名
●自治部門（地方自治の振興発展に尽力された皆様）
　伊藤　良夫 　大塚　巻雄 　甲田　久男
　櫻井　昭雄 　武井　純雄 　田中　晃子
●教育・文化・スポーツ部門（教育・文化の向上発展、スポーツの振興に尽力された皆様）
　加藤　至 　倉澤　常重 　甲田　節子
　小林　秀男 　塩澤　順四郎 　滝沢　秀樹
　田中　寿 　中澤　重夫 　半田　孝志
　布施　隆二 　堀内　留美 　増田　広子
　宮下　之子 　両角　喬男 　矢嶋　邦子
　矢羽　勝幸 　若林　邦彦
●社会部門（社会福祉の向上、市民生活の安定向上に尽力された皆様）
　香山　裕 　北澤　信明 　小山　洋江
　眞野　裕司 　宮沢　由曻 　有限会社東郷堂
●産業部門（産業経済の振興発展に尽力された皆様）
　瀬川　豐秀 　田中　明 　堀内　幸芳

◆善行表彰　４名
（地域の安全安心、青少年の健全育成などのボランティア活動において、特に功績のあった皆様）
　五十里　明義 　春原　哲子
　勅使川原　袈裟行 　室田　聖二

◆技能表彰　４名
（優れた技能を有し、技術の向上、後進の育成について、特に功績のあった皆様）
　荒井　一浩 　後藤　正直
　宮澤　重忠 　若林　攻

◆まちづくり表彰　５団体
（地域づくりや、上田市のイメージアップにおいて、特に功績のあった団体）
　赤松小三郎顕彰会 　浦里とんぼの会
　岩下社会福祉協議会 　真田地域公共交通利用促進協議会
　別所線電車存続期成同盟会

　  秘書課　TEL22・3435

（敬称略・五十音順）
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交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館
が
平
成
26
年
10
月
２
日
㈭
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
開
館
を
祝
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
む
新
し
い
施
設
の
門
出
を
祝
う
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
新
し
い
施
設
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
聴
い
て
欲
し
い
、
観み

て
欲
し
い
」そ
ん
な
要
望
を
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
事
業
、
市
民
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
公
演
な
ど
、
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す！

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
す
る

交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
事
業
を
募
集
し
ま
す
！
シリーズ

交流・文化施設

Vol.14

支援の内容

○「開館記念事業」の冠を付与します
　　「上田市交流文化芸術センター・市立美術館開館記念事業」として冠を

つけて開催することができます。

○会場使用料などを減免します
　　会場使用料、付属器具使用料、および冷暖房使用料を、市の減免基準

に基づく所定の減免率に30％を加えて減免します。

○広報を市が支援！
　　広報うえだやホームページなど、市の広報媒体を使って支援します。

○スタッフが支援！
　　交流文化芸術センターのスタッフがアドバイスや当日のサポートを行

います。

●事業実施期間
　第１期／平成26年12月～平成27年６月　第２期／平成27年７月～12月

●募集期間
　第１期／１月６日㈪～２月20日㈭　第２期／４月１日㈫～５月16日㈮

●応募方法
「上田市交流文化芸術センター・市立美術館開館記念事業企画提案書（市
ホームページからダウンロード可）」に必要事項を記入し、郵送、または
直接持参してください。

●対象事業
広く一般市民を対象に、多くの市民が参加する、文化芸術事業、大会、
シンポジウム、学会など。ただし、政治・宗教などを目的とするもの、
または、そのおそれがあるものを除きます。

●提案者の資格 市民、または市民を主体に組織される団体

●事業実施上の企画提案者の役割
　・事業の企画運営
　・広報活動（市が行う広報活動以外）
　・ポスター、チラシなどの作成（必要な場合）
　・当日の運営（受付、司会進行、会場準備、片付けなど）
　・必要な物品や消耗品などの用意、その他必要な経費の負担
　・事業終了後、報告書の提出
　・その他、事業実施に必要な事項

●事業の決定
　事業は、申請書提出後、審査の上決定します
　（第１期は３月を予定）。

●応募先　〒386－8601　（住所不要）上田市交流文化芸術センター宛

募集概要

66



◇交流文化芸術センター・市立美術館利用申込受付を開始します
　交流文化芸術センター・市立美術館の利用申込受付を開始します。詳細は、利用者説明会で説明します。
●受付開始日 ３月１日㈯
●受付可能期間 12月～平成27年４月（ただし、自主事業などの予定日を除きます。平成27年５月以降分は、13ヶ月前

の月の初日から順次受け付けます。）
●受付対象施設 交流文化芸術センター／大ホール、小ホール、大スタジオ、多目的ルーム
 市立美術館／企画展示室、市民アトリエ・ギャラリー、アトリエ、子どもアトリエ
●申込方法 ２月に開催する利用者説明会で詳細を発表します。いずれかに出席してください。
◇利用者説明会 ２月11日（火・祝）午後６時～　上田市民会館２階会議室
 ２月14日㈮午後７時～　丸子文化会館大会議室
　 ２月20日㈭午後７時～　中央公民館３階大会議室

◇こけら落とし事業が
　決定しました
　本年10月の交流文化芸術センターのこけら落とし
事業が決定しましたので、お知らせします。
※詳細は決まり次第発表します。

○交流文化芸術センター
・10月初旬　さだまさしコンサート
・10月中旬　NHK交響楽団演奏会
○市立美術館
・10月２日㈭～11月９日㈰
　市立美術館開館記念特別展
　「山本鼎のすべて」
　－「自分が直接感じたものが尊い」の実像に迫る－

さだまさし氏（コンサートの様子）

NHK交響楽団
山本鼎「漁夫」1904年
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●
申
込
期
間 

１
月
22
日
㈬
〜
２
月
７
日
㈮

●
発
行
日 

３
月
27
日
㈭

●
発
行
額 

５
億
円

●
お
預
け
期
間　

５
年（
満
期
一
括
償
還
、
平

成
31
年
３
月
27
日
元
金
償
還
）

●
利
率　

平
成
26
年
１
月
発
行
の
５
年
利
付
国

債
の
利
率
に
０
・
３
％
上
乗
せ
し
ま
す
。
決

定
し
た
利
率
は
、
１
月
22
日
以
降
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
ほ
か
、
市
役
所
本
庁

舎
、
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
市
内
八
十
二

銀
行
各
支
店
に
設
置
す
る
募
集
チ
ラ
シ
で
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

●
利
払
い　

年
２
回（
３
月
27
日
、
９
月
27
日
）

●
取
扱
金
融
機
関　

株
式
会
社
八
十
二
銀
行

●
購
入
で
き
る
方　

申
し
込
み
開
始
時
点
で
市

内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
個
人

●
購
入
限
度
額　

一
人
10
〜
１
０
０
万
円

　
（
10
万
円
単
位
で
の
購
入
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）、
は
が
き
、
ま
た
任
意
の
書
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で「
〒
３
８
６

－

８
６
０
１（
住
所
不
要
）上
田
市
役
所
財
政
課

宛
」へ
。
一
人
１
通
ま
で
。

「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き 

上
田
市
民
債
」の
購
入
者
を
募
集
し
ま
す
！

市
民
債
を
購
入
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

住
民
参
加
型
の
公
募
債「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き 

上
田
市
民
債
」を
発
行
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
市
立
美
術
館
等
建
設
事
業
の
一
部
に
活
用
し
ま
す
。

（はがき表）

〒386-8601
50円
切手
貼付

（住所不要）

上田市役所
財政課　行

〈市民債申込書〉
１　郵便番号・住所
２　氏名
３　よみがな
４　生年月日
５　年齢
６　電話番号
７　購入希望額
　　（10万円～100万円）
８　購入手続き本支店名
　　八十二銀行○○支店

（はがき裏）

（はがきの場合の記入例）
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【
は
が
き
、
任
意
の
書
式
に
よ
り
申
し
込
む

場
合
の
必
要
事
項
】

　
「
市
民
債
申
込
書
」と
記
載
し
、
次
の
１
〜
８

を
記
入
。

　

１　

郵
便
番
号
・
住
所

　

２　

氏
名

　

３　

よ
み
が
な

　

４　

生
年
月
日

　

５　

年
齢

　

６　

電
話
番
号

　

７　

購
入
希
望
額（
10
万
円
単
位
で
10
〜

１
０
０
万
円
ま
で
）

　

８　

購
入
手
続
き
本
支
店
名「
八
十
二
銀
行

○
○
支
店
」

※
購
入
手
続
き
を
す
る
本
支
店
名
欄
は
、
す
で

に
八
十
二
銀
行
で
証
券
保
護
預
り
通
帳
を
お

持
ち
の
方
は
、
そ
の
本
支
店
を
指
定
し
て
く

だ
さ
い
。

●
抽
選　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
２
月
10
日
㈪

に
抽
選
を
行
い
、
結
果（
当
選
、
補
欠
当
選
、

落
選
の
い
ず
れ
か
）は
申
込
者
全
員
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
抽
選
日
に
当
選
者
の

公
表
は
行
い
ま
せ
ん
。
最
終
当
選
者
は
当
選

額
が
購
入
希
望
額
を
下
回
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
購
入
手
続　

当
選
者（
代
理
人
に
よ
る
手
続

き
は
不
可
）は
、
２
月
21
日
㈮
〜
３
月
10
日

㈪
に
、
申
し
込
み
の
際
に
指
定
し
た
八
十
二

銀
行
本
支
店
の
窓
口
で
購
入
手
続
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
土
日
の
購
入
手
続
き
は
、
上
田

東
支
店
の
み
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
期
間
内

に
手
続
き
を
さ
れ
な
い
場
合
、
当
選
は
無
効

に
な
り
ま
す
。

　
【
持
参
す
る
も
の
】

　

・
当
選
通
知

　

・
証
券
保
護
預
り
通
帳（
開
設
済
み
の
場
合
）

　

・
印
鑑（
届
出
印
）

　

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
　
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
制
度
を
利
用
す
る

方
は
、
確
認
で
き
る
も
の

　
　
（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

　

・
購
入
資
金（
口
座
か
ら
引
き
出
す
場
合
は
、

口
座
の
通
帳
と
届
出
印
）

●
追
加
販
売　

当
選
者
の
購
入
辞
退
な
ど
に

よ
り
残
額
が
生
じ
た
場
合
は
、
補
欠
当
選

し
た
方
に
対
し
、
３
月
12
日
㈬
〜
14
日
㈮
に

八
十
二
銀
行
上
田
支
店
に
お
い
て
、
追
加
販

売
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
追
加
販
売
を
実
施

す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
補
欠
当
選
者
に

連
絡
し
ま
す
。

●
手
数
料
な
ど
の
諸
経
費　

購
入
対
価
の
み
お

支
払
い
た
だ
き
ま
す（
お
預
か
り
す
る
際
の

口
座
管
理
手
数
料
は
無
料
）。

●
リ
ス
ク
に
つ
い
て

　
「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き 

上
田
市
民
債
」は
、
元

本
と
利
子
の
支
払
を
上
田
市
が
行
う
た
め
安

全
性
の
高
い
金
融
商
品
で
す
が
、
次
の
と
お

り
投
資
リ
ス
ク
が
あ
り
、
投
資
リ
ス
ク
は
購

入
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き 

上
田
市
民
債
」の
価
格

は
、
市
場
金
利
の
変
動
に
よ
り
上
下
し
ま
す

の
で
、
償
還
日
よ
り
前
に
売
却
す
る
場
合
に

は
、
お
受
取
り
金
額
が
投
資
元
本
を
割
り
込

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
市
場
環
境
の
変
化
に
よ
り
流
動
性（
換
金
性
）

が
低
く
な
り
、
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
発
行
体
の
信
用
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、

元
金
や
利
子
の
支
払
が
滞と
ど
こ
お

っ
た
り
支
払
不
能

が
生
じ
て
損
失
を
被こ
う
む

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い　

申
込
時
に
記
入
い

た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、「
ひ
と
ま
ち
げ
ん

き 

上
田
市
民
債
」の
購
入
者
の
決
定
・
販
売

に
関
し
て
の
み
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
は
、
住
民
基
本
台
帳
で
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
当
選
者
の
購
入

手
続
に
必
要
な
個
人
情
報
は
、
販
売
手
続
の

た
め
、
八
十
二
銀
行
へ
提
供
し
ま
す
。

●
取
扱
金
融
機
関
の
概
要

　

商
号
等
：
株
式
会
社
八
十
二
銀
行

　

登
録
金
融
機
関
：
関
東
財
務
局
長（
登
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

第
49
号

　

所
属
協
会
：
日
本
証
券
業
協
会

　
　
　
　
　
　

㈳
金
融
先
物
取
引
業
協
会

Ｑ１　利率は何パーセントですか？
Ｑ１　例えば、平成25年11月発行の国債金利（0.2％）をもとに

計算すると次のようになります。
　　　11月発行の国債利率0.2％＋上乗せ利率0.3％＝0.5％

（実際は、平成26年１月の国債を基準に計算）
Ｑ２　利子に税金はかかりますか？
Ｑ２　利子に対して、所得税（国税）15.315％、住民税（地方税）

５％の合計20.315％が課税されます。
Ｑ３　紙による債券は発行されますか？
Ｑ３　平成18年１月から「一般債振替制度」が実施されたこと

により、紙による債券の発行は行いません。購入された
債券の管理は、取扱金融機関が発行する「証
券保護預かり通帳」により行われます。
Ｑ４　購入代金は全額戻ってきますか？
Ｑ４　「ひとまちげんき上田市民債」は５年満
　　　期の債券ですので、償還日までお持ち
　　　になれば額面どおりの金額で償還され
　　　ます。

Ⓠ Ⓐ&
よくある質問

　  財政課　TEL23・5113
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時
間
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
来
場

者
へ
リ
ン
ゴ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。各
会
場
に
は
約
80
人
が
来
場
し
、

ロ
ー
ズ
さ
ん
が
昭
和
の
懐
か
し
い
歌

を
歌
う
と
、
涙
を
流
し
な
が
ら
一
緒

に
歌
う
な
ど
、
憩
い
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

○
岩
沼
市
の
現
状

　

臨
空
工
業
団
地
の
再
雇
用
が

　
　
　
　
　
　
　

復
興
を
後
押
し

　

15
日
に
は
、
岩
沼
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
井い

口ぐ
ち

経つ
ね

明あ
き

市
長
を
訪
問
。

懇
談
の
中
で
井
口
市
長
は
、「
大
震

災
で
臨
空
工
業
団
地
や
仙
台
空
港
が

大
打
撃
を
受
け
、
一
時
は
１
０
０
０

人
規
模
の
失
業
者
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
企
業
が
再
興
へ
向
け
頑

張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
雇
用
も
復

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
、

当
時
の
状
況
と
復
興
の
現
状
に
つ
い

て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
里
の
杜も
り

東

仮
設
住
宅
集
会
所
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

に
は
約
90
人
の
来
場
者
を
迎
え
、
会

場
内
が
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、
一
緒

に
歌
を
歌
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

○
亘
理
町
の
現
状

　

東
北
一
の
イ
チ
ゴ
産
地

　
　
　
　
　

復
活
へ
の
取
組

　

15
日
、
亘
理
町
へ
の
表
敬
訪
問
で

は
、
齋さ
い

藤と
う

邦く
に

男お

町
長
が
、「
震
災
ガ

レ
キ
は
、
石
巻
市
や
気
仙
沼
市
か
ら

の
分
も
引
き
受
け
な
が
ら
処
理
は
終

了
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
国
の
交
付

金
約
１
１
２
億
円
を
活
用
し
、
約
68 

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
イ
チ
ゴ
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
東
北
一
の
イ
チ

ゴ
の
産
地
復
活
へ
向
け
て
取
組
ん
で

い
ま
す
」と
、
復
興
へ
向
け
順
調
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

亘
理
町
公
共
ゾ
ー
ン
仮
設
住
宅
第

市
は
東
日
本
大
震
災
・
被
災
地
復
興
支
援
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

○
仙
台
市
の
現
状

　

文
化
と
芸
術
の
力
を

　
　
　
　

被
災
地
復
興
の
源
に

　

11
月
14
日
、
仙
台
市
の
稲い
な

葉ば

信の
ぶ

義よ
し

副
市
長
を
表
敬
訪
問
。
文
化
や
芸
術

の
力
が
被
災
地
復
興
に
は
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、「
今

秋
オ
ー
プ
ン
予
定
の
市
交
流
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
誘
致

し
、
仙
台
市
の
被
災
者
を
招
待
し
な

が
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
い
」

と
母
袋
市
長
が
稲
葉
副
市
長
に
提
案

す
る
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
を
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

○
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
地
元

　

被
災
地
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

　

14
日
午
後
に
は
、
市
内
の
荒
井
区

画
整
理
事
業
小
学
校
用
地
仮
設
住

宅
、
若
林
日に
っ

辺ぺ

グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設

住
宅
を
訪
問
し
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開

催
。
ま
ず
、
母
袋
市
長
が
、「
今
な

お
仮
設
住
宅
で
厳
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
う
支

援
活
動
と
し
て
、
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
歌

や
上
田
産
の
リ
ン
ゴ
を
お
持
ち
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
癒い
や

し
や
安
ら
ぎ
の

三
代
目
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
野
村
未
奈
さ
ん
と

母
袋
市
長
が
仙
台
市
、
岩
沼
市
、
亘
理
町
の

仮
設
住
宅
を
訪
問

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
へ
向
け
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
息
の
長
い
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
14
日
・
15
日
に
は
、「
信
州
上
田

－

歌
と
愛
を
紬つ

む
ぐ

－

大
使
」
の
三
代
目
コ
ロ

ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
野の

村む
ら

未み

奈な

さ
ん
と
母
袋
市
長
が
、
宮
城
県
仙
台
市
、
岩
沼
市
、
亘わ

た

理り

町
へ
の
表
敬
訪
問
と
仮
設

住
宅
を
訪
問
し
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
ま
た
、
11
月
19
日
・
20
日
に
は
、
上
田
市
体
育
協
会
が
、
同
県
南
三
陸
町
、

山
元
町
を
訪
問
し
、
同
協
会
が
集
め
た
義
援
金
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
２
町
の
体
育
協
会
へ
進

呈
し
、
市
か
ら
も
石
黒
副
市
長
が
同
行
し
２
町
へ
義
援
金
を
進
呈
し
ま
し
た
。

稲葉副市長（右から２番目）と復興の状況などを懇談

多くの来場者でにぎわった三代目コロム
ビア・ローズ野村未奈さんのミニライブ

井口岩沼市長（写真中央）へ義援金を贈呈

齋藤亘理町長（写真中央）へ義援金を進呈
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立
南
小
学
校
の
生
徒
か
ら
の
寄
せ
書

き
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
。
地
元
の

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
、

い
く
ら
か
で
も
子
ど
も
た
ち
の
励
ま

し
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

南
三
陸
町
の
現
状
を
改
め
て
目
に
焼

き
つ
け
、
地
元
に
戻
っ
て
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
。
石
黒
副
市
長
は「
今
後
と

も
被
災
者
に
寄
り
添
う
継
続
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま

し
た
。
遠
藤
副
町
長
は
、「
高
台
へ

の
宅
地
整
備
を
早
急
に
進
め
な
い
と

人
口
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、

持
続
的
な
町
政
運
営
に
支
障
を
来

二
集
会
所
で
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ロ
ー
ズ
さ
ん
に
バ
ラ

の
花
束
が
贈
ら
れ
た
り
、
終
了
後
に

は
記
念
撮
影
を
お
願
い
さ
れ
た
り

と
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
歓

迎
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
東
北
最
後
の

ラ
イ
ブ
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　震災直後に訪れたときは、ショックで歌をま
ともに歌えずに帰ってきたことを覚えていま
す。今回、母袋市長や市役所の皆様とともに被
災地の仮設住宅を訪問させていただき、被災者
の皆様が笑顔で待っていてくれ、涙を流しなが
ら何度も『ありがとね、ありがとね』と言ってく
れました。私の歌で少しでも癒すことができた
のなら幸いです。私の地元である被災地へ上田
市の皆様からの想い、義援金、リンゴを贈って
いただいたことに心から感謝します。

子
ど
も
た
ち
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
を

上
田
市
体
育
協
会
と
石
黒
副
市
長
が

南
三
陸
町
と
山
元
町
を
訪
問

来場者の方からローズさんへバラの花束
をプレゼント

石黒副市長から南三陸町の遠藤
副町長（写真右）へ義援金を進呈

りんごラジオの番組に出演

ローズさんからのメッセージ
被災地への訪問を終えて

○
南
三
陸
町
の
現
状

　

津
波
対
策
に
高
台
へ
の

　
　
　
　

宅
地
整
備
を
推
進

　

11
月
19
日
、
南
三
陸
町
役
場
を
訪

問
し
、
上
田
市
体
育
協
会
増ま
す

沢ざ
わ

延の
ぶ

男お

副
会
長
か
ら
南
三
陸
町
体
育
協
会

に
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

支
援
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
義
援
金

を
進
呈
、
ま
た
、
石
黒
副
市
長
か
ら

遠え
ん

藤ど
う

健け
ん

治じ

副
町
長
に
も
市
民
が
集
め

た
義
援
金
を
進
呈
し
ま
し
た
。

　

増
沢
副
会
長
は
、「
各
競
技
団
体
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
協
力
を
お

願
い
し
集
め
た
義
援
金
と
、
上
田
市

た
し
て
し
ま
う
」と
、
復
興
に
向
け

た
課
題
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

○
山
元
町
の
現
状

　

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
と

　
　
　

生
活
再
建
を
最
優
先
に

　

20
日
に
は
、
山
元
町
体
育
協
会
を

表
敬
訪
問
し
、
上
田
市
体
育
協
会
の

丸ま
る

山や
ま

俊と
し

治は
る

副
会
長
か
ら
山
元
町
体
育

協
会
の
後ご

藤と
う

正ま
さ

幸ゆ
き

会
長
に
子
ど
も
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
の
た
め

に
、
石
黒
副
市
長
か
ら
門か
ど

脇わ
き

克か
つ

行ゆ
き

副

町
長
に
被
災
者
支
援
の
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
義
援
金
を
進
呈
し
ま
し
た
。

門
脇
副
町
長
は
、「
災
害
公
営
住
宅

を
県
内
で
最
も
早
く
整
備
し
、ま
た
、

特
産
の
イ
チ
ゴ
の
出
荷
も
始
ま
り
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
と
生
活
再

建
を
最
優
先
課
題
と
し
て
進
め
て
い

ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。
訪
問
後
は
、

臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
局
で
あ
る「
り

ん
ご
ラ
ジ
オ
」を
訪
れ
、
石
黒
副
市

長
と
丸
山
副
会
長
が
山
元
町
体
育
協

会
の
後
藤
会
長
と
生
放
送
に
出
演
。

上
田
市
体
育
協
会
で
義
援
金
を
集
め

た
各
団
体
の
活
動
や
今
回
の
訪
問
の

目
的
、
引
き
続
き
被
災
地
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
な
ど
、
マ
イ
ク
を
通
じ

て
語
り
か
け
ま
し
た
。

上田市体育協会丸山副会長（写真左）から山元
町体育協会後藤会長（写真右）へ義援金を進呈

来場者の皆さんと笑顔で記念撮影来場者の皆さんと笑顔で記念撮影

　  危機管理防災課　TEL21・0123
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I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特別企画展「池波正太郎のパリ～田園の微風より～」特別講座
サロントーク開催

　特別企画展「池波正太郎のパリ～田園の微風より～」開催にあわせ、サロントーク
を開催します。
日　時 　１月31日㈮午後１時30分～午後３時30分
場　所 　池波正太郎真田太平記館交流サロン
講　師 　筒

つつ

井
い

ガンコ堂
どう

氏（エッセイスト）
定　員 　先着60名
参加費 　800円（お茶代含む）
申し込み 　１月27日㈪までに、電話で下記へ。
　池波正太郎真田太平記館　TEL28・7100

催し

ストーブは安全に正しく使用しましょう
暖房器具による火災に注意！
　厳寒期を迎え、ストーブやファンヒーターなどの暖房器具を使う機会が増えてきます。
　市では、昨年、石油ストーブや薪

まき

ストーブが原因の火災が４件発生し、１人が死亡、１人
が負傷しています。特に薪ストーブは施工不良から火災になりやすいので、次の点に注意し
て火災を起こさないよう気をつけましょう。

■石油ストーブ、ファンヒーター

・ストーブやファンヒーターのそばに、燃えやすい物やスプレー缶などを置かない。
・石油ストーブやファンヒーターの周囲で、洗濯物を乾かさない。
・給油するときには、必ず火を消す。また、カートリッジタンクの蓋

ふた

をきちんと閉める。
・石油ストーブ、ファンヒーターにはガソリンを絶対に給油しない。
・吹き返し現象による火災防止のため、空気取り入れ口は定期的に掃除する。

■薪ストーブ

・屋内に設ける場合は、土間、または不燃材料のうち金属以外のもので造った床上に設ける。
・薪ストーブは、建築物などや可燃性の物品から、次に掲げる距離以上の距離を保つ
　（上方・前方150cm、側方・後方100cm。有効に遮熱できる場合の例外あり）
・煙突は、建築基準法施行令に従って設置する。
・煙突は、壁や天井の可燃材料から15cm以上離す。ただし、厚さが10cm以上の眼鏡石など
で保護する場合を除く。

・煙突の屋上突出部は、屋根面からの垂直距離を60cm以上とする。
・煙突に煤

すす

が溜まったまま使用していると、煙道火災になる恐れがあるため、定期的に掃除
する。

・薪ストーブの扉はきちんと閉めておく（炭火が飛んで危険です）。
・薪ストーブにひびが入ったり、穴が開いたときには使用をやめる。
※詳しくは、消防予防課、またはお近くの消防署に問い合わせください。
　  消防予防課　TEL26・0029

お知らせ

筒井ガンコ堂氏

空気取り入れ口
⬆

1212



TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「復活の笛コカリナ」と
うたでつむぐコンサート
東日本大震災被災地支援のためのプロジェクト
　東日本大震災の被災地を支援するためのプロジェクトを立ち上げ、全国で支援コン
サートを展開し、100回目を黒坂黒太郎氏の故郷、上田市で開催します。
　コンサートではコカリナの第一人者黒坂黒太郎氏が、津波で耐え続け、多くの人に
勇気を与えた「奇跡の一本松」から制作したコカリナを演奏します。
　また、今回は上田市出身のヴァイオリニスト中澤きみ子氏が友情出演し、同じく津
波にあった木で制作した「津波ヴァイオリン」を演奏します。さらにNHK交響楽団首席
コントラバス演奏の吉田秀氏も加わり、音楽的に深みのある演奏をお届けします。
日　時 　２月23日㈰午後２時開演（開場１時30分）
場　所 　上田市民会館
曲　目 　星めぐりの歌（奇跡の一本松コカリナで）、チャルダッシュ、ユー・レイズ・

ミーアップ～あなたがいたから～、コカリナのための交響曲「ふるさと」全
楽章、アメイジンググレイス（讃美歌）他

出演者 　黒
くろ

坂
さか

黒
くろ

太
た

郎
ろう

氏（コカリナ）、吉
よし

田
だ

秀
しゅう

氏（Ｎ響首席コントラバス）、
 矢

や

口
ぐち

周
かね

美
み

氏（うた）、F
ふ く ざ わ

UKUZAWA T
た つ ろ う

asturo氏（ピアノ）、
 しなのコカリナアンサンブル、中

なか

澤
ざわ

きみ子
こ

氏（ヴァイオリン・友情出演）
チケット 　一般3,000円（当日3,500円）、中学生以下500円（当日800円）
販　売 　琴光堂楽器店、平林堂書店、平安堂（上田店、上田しおだ野店）、
 佐藤新聞店
詳　細 　東日本大震災被災地支援コカリナ＆音楽プロジェクト
 うえだ実行委員会（TEL27・4756）へ
　  文化振興課　TEL23・6361

催し

「ワインを楽しむ会 in 丸子」
ワインの試飲をお楽しみください
　ワインを身近に感じながら、毎年ワインコンクールで高い評価を得ているマリコヴィンヤードワインをはじめ、数種類
のワインの試飲をお楽しみいただけます。
日　時 　１月31日㈮午後６時30分～８時
場　所 　丸子文化会館小ホール
定　員 　先着80名
参加費 　2,000円（基本試飲ワイン４種と軽食）※その他有料試飲コーナー有り
申し込み 　１月８日㈬以降、電話で陣場台地研究委員会事務局（丸子産業観光課）へ。
その他 　飲酒を伴いますので、ご来場の際は公共交通機関などをご利用ください。
※路線バス（上田市運賃低減バス）上田駅→丸子地域自治センター前　片道運賃300円
　陣場台地研究委員会事務局（  産業観光課　TEL42・1037）

催し

黒坂黒太郎氏

中澤きみ子氏

1313
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Information A La Carte

お
知
ら
せ

家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
25
年
中
に
家
屋
の
全
部
、
ま
た
は

一
部
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
税
務
課
、
お

よ
び
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の「
家
屋

取
り
壊
し
届
出
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）」を
、
１
月
31
日
㈮

ま
で
に
、窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。
届
出
が
な

い
と
、
平
成
26
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
で
の
提
出
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）を

利
用
し
た
届
出
も
可
能
で
す
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
償
却

資
産
を
所
有
す
る
法
人
、
お
よ
び
個
人
事

業
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
を
税
務
課
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
対
象　

市
内
に
所
在
す
る
事
業

用
の
有
形
固
定
資
産（
減
価
償
却
資
産

な
ど
。
例
：
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
、
看
板
、
各
種
工
作
機
械
な
ど
）。

た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
お
よ
び
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

資
産
は
除
き
ま
す
。

●
申
告
期
限　

１
月
31
日
㈮

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

宝
く
じ
助
成
事
業
で

整
備
し
ま
し
た

　

鈴
子
自
治
会
、緑
が
丘
西
自
治
会
で
は
、

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
屋
外
放
送
設

備
を
整
備
し
ま
し
た
。
日
常
的
な
放
送
に

加
え
、
災
害
時
の
緊
急
放
送
な
ど
の
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
や
地
域
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
５
４
）

催　

し

Ｅ
ｄ
ｏ
ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
！

城
下
町
上
田
見
聞
録

　

江
戸
時
代
の
城
下
町
上
田
の
あ
り
さ
ま

を
絵
図
や
道
中
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
５
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
演
題　

城
下
町
上
田
を
ゆ
く　

海
野
町

の
巻
・
巻
の
二

●
講
師　

尾お

崎ざ
き

行ゆ
き

也や

氏（
上
田
社
会
教
育

大
学
講
師
）

●
定
員　

先
着
36
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
間　

１
月
10
日
㈮
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
描
こ
う

セ
ミ
ナ
ー

　

油
彩
や
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
本
当
の
画
材

を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
描
け
る
ソ
フ
ト
、

A

ア
ー
ト
レ
イ
ジ

rtRage

で
、
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

て
描
き
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
も
の
を
写

真
に
撮
っ
て
下
絵
に
す
る
の
で
初
心
者
で

も
楽
し
め
ま
す
。

●
日
時　

２
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー　

●
講
師　

児こ

玉だ
ま

藤ふ
じ

枝え

氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
16
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

●
持
ち
物　

自
分
が
描
き
た
い
も
の
の
写

真
の
デ
ー
タ

●
申
し
込
み　

１
月
18
日
㈯
〜
２
月
７
日

㈮
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

上
小
山
び
こ
会
定
例
会

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
家
族
の
学
習

と
交
流
会
で
す
。
会
員
以
外
の
方
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

お
知
ら
せ
／
催
し

お 知 ら せ

上田ロケTVドラマ
『黒い福音』が
放送されます

　テレビ朝日開局55周年記念松本清張ドラマス
ペシャル『黒い福音～国際線スチュワーデス殺
人事件～』。実際に起こった未解決の殺人事件
を題材にした傑作サスペンスで、上田市がメイ
ンロケ地となりました。昨年５月に市内10か所
以上で５日間かけて撮影が行われ、約100名の
エキストラの皆さんが参加されました。物語の
舞台は昭和30年代。当時の面影が残る上田なら
ではの町並みを、ぜひ映像でお楽しみください。
●放送日時　１月19日㈰午後９時～　
●放送局　　テレビ朝日系全国ネット
●出　演　　ビートたけし、瑛

えい

太
た

、竹
たけ

内
うち

結
ゆう

子
こ

他
●ロケ地　　上田城跡公園、信州大学繊維学部、
　　　　　旧宣教師館、須川湖他
　信州上田フィルムコミッション
　　（  観光課内）　TEL23･5408



15

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

催
し
／
講
座
・
教
室

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

上
小
地
域
の
家
族
会
と
の
交
流

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
、
定
年
退
職
を

間
近
に
控
え
た
方
を
対
象
に
、
年
金
の
申

請
や
健
康
保
険
の
切
換
、
雇
用
保
険
の
受

給
手
続
、
再
雇
用
な
ど
を
社
会
保
険
労
務

士
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

１
月
23
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）

で
左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

丸
子
図
書
館「
お
は
な
し
会
」

　
「
お
話
を
楽
し
む
会
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
、絵
本
や
紙
芝
居
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

真
田
図
書
館

「
新
春
お
は
な
し
広
場
」

　

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
・
お
と
ぎ
の
会
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、
と
う
み
お
手
玉

の
会
に
よ
る
楽
し
い
お
手
玉
遊
び
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

真
田
図
書
館

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

長
野
県
農
業
法
人
等

就
業
フ
ェ
ア

　

農
業
法
人
や
農
家
な
ど
の
合
同
会
社
説

明
会
と
就
農
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
服
装
は
自

由
で
す
。

●
日
時　

１
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

長
野
県
松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室

●
内
容　

農
業
法
人
な
ど
の
求
人
面
接

会
、
新
規
就
農
相
談
会
、
市
町
村
Ｊ
Ａ

情
報
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

農
業
法
人
や
農
家
に
就
職
を
希

望
す
る
方
、
独
立
し
て
農
業
を
お
考
え

の
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
詳
細　
（
公
社
）長
野
県
農
業
担
い

手
育
成
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
長
野
県
新
規

就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
TEL

０
２
６
・
２
３
１
・
６
２
２
２
）に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

　

お
母
さ
ん
は
食
事
の
コ
ー
チ
！
こ
の
機

会
に
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

●
場
所　

教
育
委
員
会
や
ぐ
ら
下
庁
舎

●
内
容　

ジ
ュ
ニ
ア
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
と
栄
養
の
関
係
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
講
師　

堀ほ
り

内う
ち

真ま

由ゆ

美み

氏（
日
本
体
育
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮

に
、
電
話
で（
一
財
）市
体
育
協
会（
TEL

27
・
９
４
０
０
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

賃
貸
住
宅
に
関
す
る

無
料
相
談
会

　

民
間
賃
貸
住
宅
引
っ
越
し
時
の
敷
金
返

還
、
補
修
費
用
の
負
担
な
ど
の
悩
み
ご
と

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
16
日
㈭
午
後
１
時
〜
５
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
詳
細　

電
話
で
、
長
野
県
行
政
書
士
会

（
TEL
０
２
６
・
２
２
４
・
１
３
０
０
）へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

講
座
・
教
室

第
４
回
真
田
塾
を
開
催

　

地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
な
ど
地
域

の
魅
力
を
知
り
、
ま
た
、
各
種
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
の
取
組
を
知

り
、
私
た
ち
の
生
活
に
活い

か
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
私
達
の
生
活
の
基
本
と
な
る

「
食
」に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

●
日
時　

２
月
８
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

真
田
図
書
館

●
演
題　

今
が
大
事
！
心
と
体
を
育
む
食

事
〜
家
族
揃
っ
て
食
卓
を
囲
ん
で
い
ま

す
か
？
〜

●
講
師　

市い
ち

場ば

祥さ
ち

子こ

氏（
全
国
学
校
栄
養

士
協
議
会
前
会
長
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
10
日
㈮
〜
31
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０



情報ア･ラ･カルト

16Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

16Information A La Carte

W
ord

初
心
者
ゆ
っ
く
り
講
座

３
日
間
コ
ー
ス

　
『W

ord

初
心
者
講
座
２
日
間
コ
ー
ス
』

の
セ
ミ
ナ
ー
内
容
を
３
日
間
で
行
い
ま
す

（W
ord2013

使
用
）。

●
日
時　

２
月
７
日
・
14
日
・
21
日
の
金

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー　

●
対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

３
５
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
２
６
０
円
）

●
申
し
込
み　

１
月
17
日
㈮
〜
２
月
６
日

㈭
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
方
を
対
象

に
、
日
本
語
の
習
得
な
ど
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

●
期
日
／
内
容

　

①
２
月
１
日
㈯
／
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
あ
り
方

　

②
２
月
11
日（
火･

祝
）／
地
域
日
本
語

教
室
の
現
状

　

③
２
月
16
日
〜
22
日
週
の
う
ち
一
日
／

市
内
の
日
本
語
学
校
の
見
学

　

④
２
月
23
日
㈰
／
外
国
人
住
民
の
社
会

参
加
の
あ
り
方

　

⑤
３
月
２
日
㈰
／
日
本
語
能
力
試
験
の

対
策

●
時
間　

①
、
②
、
④
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、③
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
、

⑤
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
、
③
の
み

市
内
の
日
本
語
学
校

●
定
員　

20
名
程
度

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
29
日
㈬
ま
で
に
、
電

話（
25
・
２
６
３
１
）で
上
田
市
多
文
化

共
生
推
進
協
会
へ
。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

　

精
神
障
が
い
の
方
を
支
え
る
家
族
の
た

め
の
教
室
で
す
。

●
日
時　

１
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
内
容　

福
祉
制
度
と
社
会
資
源
の
活
用

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
詳
細　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す

ら
ぎ（
TEL
25
・
２
０
０
０
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
手
も
自
分

も
大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
27
日
㈪　

午
後
２
時
〜
４

時（
受
付
１
時
30
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
講
演「
こ
こ
ろ
の
声
に
寄
り

添
っ
て
〜
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は
〜
」／

講
師
：
塚つ
か

越こ
し

洋よ
う

子こ

氏（
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
う
え
だ
心
理
相
談
員
）、
②
質
疑
応

答
●
対
象　

市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

街
道
繁
栄
物
語

－

道
か
ら

学
ぼ
う
！
真
田
の
歴
史

　

真
田
郷
は
、
古
墳
時
代
の
塩
の
道
に
始

ま
り
、
奈
良
時
代
の
東
山
道
、
鎌
倉
時
代

の
善
光
寺
道
、戦
国
時
代
の
信
玄
流
棒
道
、

そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
上
州
街
道
・
松
代

街
道
・
仁
礼
街
道
・
大
笹
街
道
が
合
流
す

る
交
通
の
要
所
で
し
た
。
第
２
回
目
か
ら

は
バ
ス
を
使
い
な
が
ら
、
現
地
を
歩
い
て

学
習
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
、
往
時
の
真

田
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時
／
場
所　

・
第
１
回
：
１
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
／
真
田
中
央
公
民
館

・
第
２
〜
４
回
：
２
月
16
日
、３
月
16
日
、

４
月
20
日
の
日
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

催
し
／
講
座
・
教
室
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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後
４
時
／
真
田
中
央
公
民
館
集
合
後
、

現
地
へ
。

●
内
容　

・
第
１
回（
講
座
）「
道
は
な
ぜ
作
ら
れ
、

何
が
通
っ
た
の
か
」

・
第
２
〜
４
回（
現
地
学
習
）「
砥
石
城
攻

略
の
道
」、「
真
田
氏
繁
栄
の
道
」、「
善
光

寺
参
り
の
道
」

●
講
師　

山や
ま

田だ

順じ
ゅ
ん

子こ

氏（
時
代
考
証
家
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も
。
た
だ
し
、
で

き
る
だ
け
４
回
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

４
０
０
円（
一
括
徴
収
）

●
持
ち
物　

昼
食
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

防
寒
対
策
を
し
た
服
装

●
申
し
込
み　

１
月
14
日
㈫
以
降
、電
話
、

ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

真
田
中
央
公
民
館　

　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
85
回
市
民
公
開
講
座

　

禁
煙
外
来
の
内
容
と
現
状
に
つ
い
て
、

当
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
員
が
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
禁
煙
外
来
の
現
状
に
つ
い
て
」

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
詳
細　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
（

TEL
22
・
１
８
９
０
、
参
加
者
は
駐
車
場

無
料
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

就
活
セ
ミ
ナ
ー

「
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
ブ
」

　

仲
間
と
、
お
互
い
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

就
職
活
動
を
進
め
て
い
く
講
座
で
す
。

●
日
時　

１
月
29
日
㈬
、
２
月
６
日
㈭
・

12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日
㈬
の
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分（
全
５
回
）

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

●
内
容　

自
分
の
可
能
性
を
見
つ
け
な
が

ら
、
魅
力
的
な
応
募
書
類
作
成
や
面
接

マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
ま
す
。

●
対
象　

40
代
前
半
ま
で
の
就
職
活
動
中

の
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
10
日
㈮
以
降
、
電
話

（
TEL
０
２
６
３
・
27
・
５
０
１
０
）で
若

年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
／

㈱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ア
イ（
長

野
労
働
局
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

長
野
県
厚

生
労
働
省
若
年
者
地
域
連
携
事
業
委
託

団
体
）へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
26
・
６
０
２
３

講
座
・
教
室

催 し

平成26年上田市消防出初式を開催します

　県下最大級の規模で開催さ
れる上田市消防出初式は、海
野町通りから市民会館まで、
消防団員や幼年消防クラブな
どの徒歩部隊と、消防団全分
団の車両や上田地域広域連合
消防本部のはしご車、救助工作車、高規格救急車など車両部隊に
よる市中行進が行われます。
　また、東小学校会場では伝統技能披露、海野町商店街では幼年
消防クラブによる防火宣言などが行われますので、ぜひご覧くだ
さい（交通規制にご協力ください）。
●日時　１月19日（日）正午～
●場所／内容
　東小学校／火消し太鼓、はしご乗り、消防木

き

遣
や

り、まとい振
ふり

初
ぞめ

　海野町通り／防火宣言、車両機械器具点検
　市中行進／大門町→海野町通り→市役所前→市民会館
　式典／市民会館

　 消防総務課・消防団事務局　TEL26・0119
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聞
い
て
・
○ま

る

得と
く

・

エ
コ
講
座

　

ご
み
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
再
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
、
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
連
続
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
内
容

　

①
２
月
７
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
／
上
田
市
の
ご
み
の
現
状
・
ご

み
減
量
と
生
ご
み
処
理
の
話

　

②
２
月
14
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時
／
市

内
ご
み
処
理
施
設
見
学

　

③
２
月
21
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

／
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ（
料
理
実
習
）

と
ぱ
っ
く
ん
体
験

　

④
２
月
28
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
／
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
と
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク

●
場
所　

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
エ

コ
・
ハ
ウ
ス
、
中
央
公
民
館
な
ど

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

無
料（
別
途
施
設
見
学
の
保

険
料
、
料
理
実
習
の
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

１
月
27
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。
※
全
日
程
参

加
が
原
則
で
す
が
、
個
々
の
講
座
を
単

独
で
受
講
し
た
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

や
る
な
ら
今
！

運
動
神
経
ア
ッ
プ
教
室

　

運
動
能
力
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
年
代

を
対
象
と
し
た
運
動
神
経
ア
ッ
プ
教
室
で

す
。
様
々
な
運
動
・
遊
び
を
通
じ
て
、
神

経
回
路
を
開
い
て
お
く
こ
と
が
運
動
神
経

ア
ッ
プ
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
日
時　

１
月
11
日
㈯
〜
３
月
８
日
㈯
の

毎
週
土
曜
日（
全
８
回
）

　

幼
児
ク
ラ
ス
／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

30
分
、
小
学
生
ク
ラ
ス
／
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

真
田
体
育
館

●
講
師　

幼
児
ク
ラ
ス
／
宮み
や

本も
と

恵め
ぐ

美み

氏

（
幼
児
体
育
指
導
員
）、
小
学
生
ク
ラ
ス

／
鷲わ
し

巣ず

国く
に

彦ひ
こ

氏（
運
動
療
法
士
）

●
対
象　

幼
児
ク
ラ
ス
／
５
〜
６
歳
ま
で

の
幼
児

　

小
学
生
ク
ラ
ス
／
小
学
１
〜
３
年
生

●
定
員　

幼
児
ク
ラ
ス
／
先
着
８
名

　

小
学
生
ク
ラ
ス
／
先
着
20
名

●
参
加
費　

３
２
０
０
円（
別
途
保
険
代

８
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

１
月
６
日
㈪
以
降
、
電
話

（
TEL
72
・
２
６
５
７
）、
ま
た
は
直
接
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

講
座
・
教
室

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
11月に訪問された方の中から紹介します。

第62回長野県縦断駅伝競走出場者市長表敬訪問　
上田東御小県チーム

　11月16･17日に行われ
た「第62回長野県縦断駅
伝競走」で総合２位にな
った上田東御小県チーム
の選手７名を始め、監督
など関係者の皆さんが、
11月27日に母袋市長を表敬訪問しました。
　宮

みや
岡
おか
聖
せい
次
じ
監督は「初日は大会新記録で優勝できた。区間賞は２つ

だがチーム全体が安定して走れ、来年への手ごたえを感じた」とあ
いさつしました。第３区を区間２位で走った高

たか

木
ぎ

航
こう

志
し

さんは「出場
２回目のため落ち着いて走れた」、第９区を走った箕

みの

輪
わ

敏
さとし

さんは「経
験を活

い

かして差を作り、２日目の流れを作れた」と報告しました。
　母袋市長は「初日優勝は平成21年からの５連覇であり、総合２位
は立派な成績。あっぱれな戦いだった」と健闘を称えました。

動画はこちらから
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

男
子
！
体
力
ア
ッ
プ
塾

　

冬
の
運
動
不
足
解
消
や
体
力
・
代
謝

ア
ッ
プ
に
役
立
つ
講
座
で
す
。

●
日
時　

１
月
７
日
・
21
日
、
２
月
４
日
・

25
日
、
３
月
４
日
・
18
日
の
火
曜
日
、

午
後
７
時
〜
８
時（
全
６
回
）

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
、
簡
単

な
有
酸
素
運
動
な
ど

●
対
象　

成
人
男
性（
女
性
も
参
加
可
能
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

１
回
５
０
０
円

●
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

着
替
え（
必
要
な
方
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
詳
細　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ（
TEL
71
・
５
３
９
２
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

戦
国
武
将
た
ち
の
心
情

「
生
島
足
島
神
社
文
書
」

を
書
き
上
げ「
誓
い
に
背
い
た
と
き
に
は
、
神
罰
を
受
け

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
玄
が
家

臣
た
ち
の
離
反
、
謀
反
を
さ
け
る
た
め
に
神
に
誓
わ
せ
提

出
さ
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
川
西
地
区
の
室
賀
一
帯
の
領
主
で
あ
っ
た
室む
ろ

賀が

信の
ぶ

俊と
し

の
弟
た
ち
が
連
名
で
差
し
出
し
た
も
の
で
、「
信

俊
の
と
こ
ろ
へ
敵
方
か
ら
の
誘
い
の
文
書
な
ど
が
来
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
」な
ど
と
誓
わ
せ
、
兄

を
弟
た
ち
に
見
張
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

起
請
文
以
外
に
は
、
上
杉
謙
信
と
の
決
戦
を
前
に
戦
勝

を
祈
願
し
た「
武
田
信
玄
願が
ん

文も
ん

」な
ど
が
あ
り
ま
す
。
下

の
写
真
は
、
室
賀
信
俊
と

弟
の
経つ
ね

秀ひ
で

の
妻
た
ち
が
出

陣
し
た
夫
の
無
事
を
祈
っ

て
神
に
お
願
い
し
た
文

書
で
、
こ
の
時
代
の
女
性

の
願
文
や
女
性
が
花か

押お
う

を

記
し
た
文
書
は
例
が
少
な

く
、
大
変
め
ず
ら
し
い
も

の
で
す
。

　

塩
田
地
域
に
あ
る
生
島
足
島
神

社
は
、
そ
の
歴
史
も
古
く
、
諏
訪

大
社
と
並
ん
で
古
代
か
ら
信
濃
に

お
い
て
最
も
信
仰
を
集
め
た
神
社

で
す
。
こ
こ
に
は
、
武
田
信
玄
の

配
下
の
武
将
が
信
玄
へ
の
忠
誠

を
誓
っ
て
提
出
し
た
起き

請し
ょ
う

文も
ん

83
通

と
、
同
社
に
残
る
古
文
書
11
通
を

合
わ
せ
た
94
通
が「
生
島
足
島
神

社
文
書
」と
し
て
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
起
請
文
は
、
３
通
が
永

禄
９（
１
５
６
６
）年
閏う
る
う

８
月
23
日

の
日
付
で
、
他
の
80
通
は
永
禄
10
年
８
月
７
日
、
８
日
付

け
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
時
期
に
差
し
出
し
た
起
請
文
が

一
か
所
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
他
に
例
を

見
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

起
請
文
は
、
牛ご

王お
う

紙し

と
い
う
特
別
な
紙
に「
一
、
信
玄

様
に
は
決
し
て
謀む

反ほ
ん

い
た
し
ま
せ
ん
」な
ど
の
誓
い
の
言

葉
が
書
か
れ
、
そ
の
後
の
神し
ん

文も
ん

の
部
分
に
は
、
神
仏
の
名

室賀信俊・経秀の妻たちの
連署願文

 

室賀経秀等連署起請文

〈
お
詫
び
〉

　

12
月
16
日
号
11
ペ
ー
ジ
、「
年
末
年
始
の
ご

み
収
集
」で
、
自
治
会
資
源
回
収
日
の
説
明
が

な
か
っ
た
た
め
、
本
原
自
治
会
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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第
13
回

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

寒
く
て
な
か
な
か
外
で
運
動
で
き
な
い

こ
の
季
節
、
プ
ー
ル
で
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
か
。
水
の
中
の
運
動
は
、

浮
力
の
影
響
で
足
腰
に
負
担
が
少
な
い
運

動
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
18
日
〜
３
月
１
日
の
土
曜

日
午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
受
付
１
時

45
分
〜
、
全
７
回
）

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
初
回
の
み
）

※
別
途
入
館
料
が
毎
回
一
般
６
０
０
円
、

60
歳
以
上
４
０
０
円
必
要
。

●
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、

バ
ス
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
上

田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局（
大
井
：

TEL
75
・
０
１
８
９
・
上
田
ス
タ
ー
商
会

内
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

マ
マ
の
た
め
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
講
座

　

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
参
加
で
き
る

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
講
座
で
す
。

●
日
時　

１
月
20
日
〜
３
月
24
日
の
毎
週

月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
、
バ
レ

エ
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
親
子
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
な
ど
毎
回
違
っ
た
内
容
で
体
を

動
か
し
ま
す
。
託
児
付
き
で
す
。

●
対
象　

未
就
園
児
を
お
持
ち
の
母
親

●
定
員　

先
着
40
名

●
受
講
料　

１
回
５
０
０
円

●
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

着
替
え（
必
要
な
方
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
詳
細　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ（
TEL
71
・
５
３
９
２
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

募　

集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
職
員
を
募
集

　

市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
、
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
人
数　

若
干
名

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
保
育
士
資

格
、
普
通
運
転
免
許
を
持
つ
、
平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
60
歳
未
満
の
方
。

●
任
用
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平

成
27
年
３
月
31
日

●
勤
務
場
所　

市
内
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

●
勤
務
条
件　

１
日
６
時
間
勤
務
を
基

本
と
し
、
週
36
時
間
の
範
囲
内
で
勤
務

時
間
を
割
り
振
り
ま
す（
月
３
回
程
度
、

土
・
日
・
祝
日
の
勤
務
も
あ
り
ま
す
）。

社
会
保
険
加
入
。
賃
金
は
市
の
規
定
に

よ
り
支
給
。

●
職
務
内
容　

子
育
て
に
つ
い
て
の
相

談
・
助
言
、
親
子
ひ
ろ
ば
で
の
利
用
者

同
士
の
か
か
わ
り
へ
の
支
援
な
ど
。

●
応
募
方
法　

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
履

歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を
左
記（
ひ

と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ

内
）へ
持
参（
郵
送
不
可
）。
な
お
、
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ

り
決
定
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

自
動
販
売
機
の

設
置
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
管
理
す
る
施
設
に
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
設
置

事
業
者
は
見
積
り
合
わ
せ
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

●
募
集
内
容　

詳
細
お
よ
び
提
出
書
類

は
左
記
で
配
布
す
る
募
集
要
項
や
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

２
月
５
日
㈬
〜
17
日
㈪
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
左
記
窓

口
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送（
〒
３
８
６

－

８
６
０
１（
住
所
不
要
）公
有
財
産
管

理
課
宛
。
２
月
17
日
㈪
必
着
）で
。

◇
見
積
り
合
わ
せ　

●
日
時　

３
月
４
日
㈫
午
前
10
時
〜　

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階

　

公
有
財
産
管
理
課

　
　

TEL
23
・
５
１
１
４

講
座
・
教
室
／
募
集
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

川
西
地
域
に
は
、
里
山
や
水
辺
な
ど
の

自
然
や
史
跡
な
ど
を
守
り
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
や
絆
を
深
め
る
こ
と
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
10
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

「
川
西
里
山
・
水
辺
を
つ
な
ぐ
会
」は
、
川

西
地
域
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
を
し
て
い
た
団
体
と
連

携
を
と
り
、
平
成
22
年
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
会
の
中
で「
川
西
里
山
・

水
辺
マ
ッ
プ
作
成
委
員
会
」を
発
足
さ
せ
、

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
や
ホ
タ
ル
な
ど
の
観
察
、

ア
ヤ
メ
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
花
街
道
や

川
遊
び
が
で
き
る
場
所
の
整
備
な
ど
、
各

団
体
が
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
た
い
内
容
を
何

度
も
検
討
を
繰
り
返
し
て
10
月
に
２
万
部

を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
マ
ッ
プ
が
掲

載
さ
れ
た
看
板
を
、
川
西
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
の
敷
地
に
設
置
し
ま
し

た
。
マ
ッ
プ
は
各
団
体
が
紹
介
す
る
活
動

ポ
イ
ン
ト
と
特
徴
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
で
表

示
し
、
裏
面
に
そ
の
活
動
の
概
要
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
マ
ッ
プ
を
見
た
人
が
、
ど

の
時
期
に
、
ど
こ
で
、
何
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
が
分
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
者
の
久
保
田
武
嗣
さ
ん（
上
写
真

前
列
左
か
ら
４
番
目
）は
、「
都
会
の
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
と
、
山
の
あ
る
風
景
に

感
動
し
、
川
で
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で

帰
っ
て
い
く
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も

地
域
の
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち

の
住
む
場
所
は
、
訪
れ
た
人
が
感
動
す
る

す
ば
ら
し
い
地
域
で
あ
る
事
を
実
感
し
、

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
し
、「
複
数
の

団
体
が
集
ま
っ
た
活
動
な
の
で
、
他
の
団

体
が
ど
う
工
夫
し
て
い
る
の
か
を
、
お
互

い
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

昨
今
の
薄
く
な
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
、
新
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
、
川
西
里
山
・
水
辺
を
つ
な
ぐ
会
で
活

動
を
行
う
利
点
だ
と
思
う
」と
、
地
域
や

会
の
活
動
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

川西里山・水辺をつなぐ会

川
西
の
里
山
・
水
辺
を
守
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

久く

保ぼ

田た

武た
け

嗣し

さ
ん

〈事業の紹介〉
　川西里山・水辺をつなぐ会
は、わがまち魅力アップ応援事
業の採択により、平成25年度
から川西の里山・水辺を守るふ
るさとづくり事業に取り組んで
います。今年度は、地域の方々
と協力、連携しながら川西地域
の自然を紹介する川西里山・水
辺マップを発行しました。
　来年度以降は、川西里山水辺
フェスティバルや、シンポジウ
ムを開催する予定です。



四ツ葉ス
ケッチ

　12月６日、塩尻保育園の餅つき大
会が開催され、園児や先生など56名
が参加しました。
　杵
きね

と臼
うす

を使った餅つきは、ほとんど
の園児が経験したことがないため、普
通のお米ともち米の違いや、餅のつき
方などを先生から聞き、いよいよ餅つ
きがスタート。
　保育サポーターに蒸してもらったも
ち米を臼に入れ、先生たちによる餅
つきが始まると、園児たちは、杵が振
り下ろされるたびに「よいしょ、よい
しょ」と元気に声をかけていました。
　途中、園児たちも餅つきに参加し、
小さな杵を交代で持ち、友だちと一緒
に、楽しみながら餅つきを体験しまし
た。
　春

すの

原
はら

萌
もえ

花
か

ちゃん（もも組）は、「おう
ちでお餅つきをしたことはあるけど、
今日のお餅つきも楽しかった」と感想
を話してくれました。
　つきたてのお餅は、きな粉餅や、あ
んころ餅、ごま餅として、お昼の給食
に出され、皆おいしそうに頬張ってい
ました。

塩
尻
保
育
園
で
餅
つ
き
大
会

お
餅
を
食
べ
て「
力
持
ち
」元
気
に
冬
を
過
ご
そ
う
！

　

11
月
25
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

ご
臨
席
の
も
と「
消
防
団
１
２
０

年
・
自
治
体
消
防
65
周
年
記
念

大
会
」が
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
、
上
田
市
消
防
団
丸
子
第
３

分
団
員
と
オ
ー
ト
三
輪
消
防
車

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

が
オ
ー
ト
三
輪
消
防
車
に
よ
る

放
水
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ト
三
輪
消
防
車
は
、
旧
カ

ネ
ボ
ウ
丸
子
工
場
で
実
際
に
使

用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
旧
丸
子
町
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
丸
子
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い
た
も
の
を
、
平
成
21

年
に
設
立
さ
れ
た「
１
９
５
５
年
式
オ
ー
ト

三
輪
消
防
車
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
り
、

現
存
し
て
い
な
い
当
時
の
部
品
を
手
づ
く
り

で
製
作
し
な
が
ら
、
放
水
や
走
行
が
可
能
な

状
態
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
修
理
を
担
当
し
た

内う
ち

堀ぼ
り

祐ゆ
う

助す
け

さ
ん（
富
士
見
台
）は「
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
が
慣
れ
な
い
旧
式
の
ポ
ン
プ
を
調

整
し
な
が
ら
す
ば
ら
し
い
放
水
を
見
せ
て
く

れ
た
。
大
舞
台
で
多
く
の
人
に
オ
ー
ト
三
輪

消
防
車
の
復
活
し
た
姿
を
見
て
も
ら
い
非
常

に
嬉
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東京ドームに架ける放水のアーチ
昭和30年式オート三輪消防車が
日本消防発展の歩みを振り返る記念式典に参加
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　今や武石を代表する催しの一つとなっている
野沢菜収穫即売会が、11月23日、築地原地区
の収穫体験農園などで開催されました。
　この収穫即売会は、遊休農地解消対策の一環
として、市と農業委員会武石地区審議会、武石
地域の農業団体、地域活性化を推進する地元築
地原自治会が共同で行っています。
　標高700ｍの畑で育った野沢菜は柔らかく毎
年大好評で、開始わずか１時間ほどでほとんど
の野沢菜が収穫されてしまいます。この日も家
族連れなど、約350人が集まり、各自必要な量
の野沢菜を収穫しました。初めて収穫に訪れた
という東御市の女性は「武石の野沢菜は茎まで
柔らかいと聞いている。たくさん採れてうれし
い。おいしく漬かったお菜を食べるのが今から
楽しみ」と話していました。また、会場では生
活改善グループ連絡協議会の皆さんによる豚汁
の無料提供もあり、参加者は収穫を終え、おい
しい豚汁で体を温めていました。

　

真
田
中
央
公
民
館
で
は
、
９
月

か
ら
２
月
ま
で
７
回
に
わ
た
り
地

域
学
習
講
座「
長
村
・
傍
陽
村
・

本
原
村
の
こ
ろ
を
知
ろ
う
！
」が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
16
日
の
講
座
で
は
、
上
田

小
県
近
現
代
史
研
究
会
の
桂か
つ
ら

木ぎ

惠め
ぐ
み

氏（
曲
尾
）を
講
師
に
、
昭
和
47
年

に
廃
線
と
な
っ
た
真
田
傍
陽
線
跡

（
開
通
当
時
は
北
東
線
）の
現
地
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

　

真
田
傍
陽
線
開
通
に
尽
力
し
た

三み
つ

井い

繁し
げ

作さ
く

氏
の
頌し
ょ
う

徳と
く

碑ひ
（
旧
傍
陽

村
役
場
跡
地
）や
傍
陽
駅
跡
、
樋

の
沢
駅
ホ
ー
ム
跡
な
ど
、
駅
や
ト

ン
ネ
ル
の
跡
地
８
箇
所
を
バ
ス
で

回
り
な
が
ら
桂
木
氏
か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

真
田
傍
陽
線
に
は
、
１
日
に
１
５
０
両
も
の
貨
物
列
車
が
往
来
し
、
た
く
さ

ん
の
野
菜
が
出
荷
さ
れ
た
り
、
戦
時
中
は
蒸
気
機
関
車
に
よ
り
軍
事
物
資
が
運

ば
れ
た
り
し
て
き
た
こ
と
な
ど
、
鉄
道
に
よ
っ
て
多
く
の
人
や
物
が
往
来
し
活

気
が
あ
っ
た
様
子
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
え
び
す
講
の
と
き
は
、
荷
物
を
積
む
貨
車
に
ま
で
人
を

乗
せ
て
走
る
ほ
ど
賑に
ぎ

わ
っ
て
い
た
」な
ど
当
時
を
懐
か
し
む
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

明治～昭和初期の長村・傍陽村・本原村の人々の暮らしを知る

地域づくりのヒントを探そう

野
沢
菜
収
穫
即
売
会

茎
ま
で
柔
ら
か
い
武
石
の
野
沢
菜
！
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読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL71・8080）までご連絡ください。

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

人口：161,022人 男：78,721人 女：82,301人 世帯数：65,508世帯
　　　（3,302人） 　　（1,546人） 　　（1,756人）

人の動き（平成25年12月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　

昨
年
12
月
９
日
に
、
上
田
駅
お
城
口
広
場
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
上
田
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
上
田
駅
前
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
元
企
業
か
ら
寄
付
い
た
だ
い
た
約
10
万
個
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
商
工
会
議
所
、
商

店
会
連
合
会
、
上
田
商
業
21
世
紀
会
、
天
神
商
店
街
振
興
組
合
、
そ
し

て
市
に
よ
り
組
織
さ
れ
た「
信
州
上
田
灯
り
の
祭
典
実
行
委
員
会
」主
催

で
行
わ
れ
て
い
す
。

　

ま
た
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
も
昨
年
か
ら
、
地
元
高
校

美
術
班（
部
）か
ら
応
募
い
た
だ
い
て
お
り
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
上
田
染
谷
丘
高
校
美
術
班
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
１
６
１
４
年（
慶
長
19
年
）に
大
阪
城
に
入
城

し
活
躍
し
た「
真
田
幸
村
」と
、「
上
田
城
」を
題
材
に
し
た
も
の
で
す
。

　

９
日
の
点
灯
式
で
は
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ「
あ
っ
ぷ
る
学

園
応
援
部
」の
ラ
イ
ブ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
賞
授
与
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
皆
さ
ん
で
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
行
い
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
、
熱
い
想お

も

い
で
実
施
さ
れ
る「
信
州
上
田
灯

り
の
祭
典
」で
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
上
田
駅
に

降
り
立
つ
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
美
し
い
上
田
の
夜
景
を
満
喫
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
月
28
日
㈮
ま
で
の
、
午
後
５
時
か
ら
10

時
に
点
灯
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
商
店
街
や
信
濃
国
分
寺
駅
前
で
も
、
商
店
街
や
商
工
会

議
所
青
年
部
の
皆
様
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
、冬
の
上
田
の
灯
り
の
祭
典
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

上
田
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

記
事
投
稿
／
信
州
上
田
灯あ
か

り
の
祭
典
実
行
委
員
会
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